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1．　 は じめ に

　株式会社 リバ ネ ス で は 、こ れま で に研 究体

験型 の 科学教 育シ ス テ ム 「リサーチベ ー
ス ド

エ デ ュ ケ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム 」 と し て 、企業 ・

大学 と連携 して 教育プ ロ グラム を組み、数多

くの 教育現場 へ 提 供 し て きた 。ま た 、2008

年 に 国際宇宙 ス テーシ ョ ン 日本実験棟 「きぼ

う」が打 ち上 げ・設 置 されて 今後 の 宇宙研 究・

利用 の 更な る発展 が 予想 され る中、2009 年

は 「世界天文年」 で あるこ とや 、皆既 日食 、

若 出宇 宙飛行士 の 長期 「き ぼ う」 滞在な ど、

宇宙 に大 きな注 目が 集ま る年で もあ る 。 その

よ うな背景 をもと に、リバ ネス で は 、先端科

学 の 研 究活動 を通 して 、子 どもた ち の 科学に

対 す る興味・関心 の 喚起や 、研 究関連 の 知識、

論理 的思考、主 体性 な どの 獲得を 日的 と した

教 育プ ロ グ ラム と し て 、「宇宙教育プ ロ ジ ェ

ク ト」を 実施す る。宇宙教育プ ロ ジ ェ ク トは 、

「きぼ う」 の 有償利用 枠を活用 し 、 宇宙で保

管 した植物の 種を用 い て 、産学官の 連携に よ

り 日本全 国で 行な う科学教育プ ロ ジ ェ ク ト

で あ る。 こ の 宇宙 教育プ ロ ジ ェ ク トの 概要 、

教育的意義や 学術的意義 、 今後の 展開に っ い

て 紹介す る 。

2．　 研 究方法

【材料】

　本研 究で は 、 宇宙に 半年間滞在 し た 種子 を

子 どもた ちが 育成 、実験を行 な うこ とで 微 少

重力や宇 宙放射線 の リス ク調 査を 行な う。 宇

宙環 境で の 長期滞在は 、これ まで経験 した こ

と の 無い 多種多様 な宇宙放射線 を被爆 し続

け る事に な るため、細胞死、奇形 、突然 変異

の 誘発な どが考え られ る 。 今回利用す る シ ロ

イ ヌ ナ ズ ナ （Arabidoρsis 　thaliana）及び ミヤ

コ グ サ（五〇加 5 淘ρo加 o諭 は植物研究に お け

るモ デル 生 物 と して 、全ゲノ ム が解読 され て

い る。ま た 、ミヤ コ グサ は植物に とっ て必 須

の 窒素肥料を つ くる マ メ科 の 植物 で あ り、火

星 で の 移住 計画 で 最初 に活用 で きる植 物 と

して 注 目 され て い る 。 その ため、シ ロ イヌナ

ズ ナ 及 び ミヤ コ グサ を研 究材料 とし て 選定

した 。

【目程 】

　 2008 年 11月か ら 2009 年 5 月まで 「きぼ

う」に て 種子 の 保 管を行 い 、5 月 末の 「き ぼ

う」 か ら地球 へ 種子返還 の 後 、7 月 に全 国

10 カ 所 の 拠 点地域で 宇 宙種授与式 を行い 、

種 子 を学校 に配布 す る。7 月〜9 月 に は 、各

地域 で 実験教室 を開催す る。実験教室 開催後

か ら 11 月まで の 間、各校に て種子を 育成 し、

成 長 を観 察す る。11 月〜 12 月に 観察結果 の

報 告書 を作成 し、 12 月に 開催 を予定 して い

るフ ォ
ー ラム に て 代 表校 が 研 究結果 を報告

す る。

【方法 】

　 シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ の 種子 は 公 募 に よ っ て 選

ばれ た幼稚 園、保 育園 と小 学校 に株式 会社 べ
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ネ ッ セ コ ーポ レ ーシ ョ ン が配布 し、育成及 び

観察の 指導 ・補助 を行 な う。 ミヤ コ グサの 種

子 は リバ ネス が 中学校 、高等学校 に配布 し、

各 学校 で ミヤ コ グサの 育成 、 観察 実験 を行 な

うだけで な く、若 手研 究者 と共 に実験 教室を

実施す る。

　 宇宙 か ら帰還 し た種 子 は急激 な重 力変 化

や 放射 線被 爆 を経 て 、DNA に損 傷 を受けて

い る可能性 が ある。そ の た め 、中学校 、 高等

学校向 けの 実験教 室 として 、は じめ に植物 の

DNA 抽出実験 を行 な うこ とで生徒が DNA

に興味 を持 ち、さ らに講義で DNA の 並び方

に従い 、葉や 茎や根 の 形状が決定 され る こ と

を学ぶ 。これ らを通 じて 、形態 に変化 が見 ら

れた植 物 は DNA 損傷 が原 因 とな る可能 性

が あるこ とを知 る。次 に ミヤ コ グサ の 播種実

験 におい て宇 宙 と地上 で 別 々 に保 管 した種

をそれぞれ播種 し
、 そ の 成長を比 較する こ と

に よ り、宇宙環境下 で の 種へ の 影響を調 べ る。

ミヤ コ グサ の 成長 を比 較する ため に は 、光 ・

温度 の 調整 が必須 で ある ため、人工 気象器 に

よ る厳密 な管理 を行 な う。こ の よ うな DNA

抽出実験や ミヤ コ グサ の 播種 の 指導 は若 手

研究者 2 名以上 が 学校 に 出向い て 行 な う。

生徒 は高い 専門性 を持っ 研 究者 との デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン を通 じ て 、研究 を行 な うにあた っ

て必 要 な論理 的思考を学ぶ こ とが 出来 る。

　 実験教室後 の 3 ヵ 月間 、各学校 が ミヤ コ

グサ の 育成 を担 当 し、そ の 成長記録を つ ける。

観 察 ポイ ン トをま とめ た生徒用観察 ノ
ー

ト

の 配布 、 公 式 WEB サ イ トを通 じた宇宙 と生

命科 学 に 関す る情報発信 を実施 する と とも

に 、「宇宙教育フ ォ
ー

ラ ム 」 を開催 し、代表

生徒 に よる研 究成果 の 発表 を行 な う。

【実施体制 】

　 本 プ ロ ジ ェ ク トは全 国規模 で の プ ロ ジ ェ

ク トで あ り、 企業 、 大学等研究機関、 教育機

関、関連省庁 が連携 し て実施す る 。 実施 に あ

た り、「宇宙教 育委員会」、「宇 宙教 育委員会

ア ドバ イ ザー
」、 「宇宙種 管理 委員会」 の 3

つ の 組織 が 設置 されて い る。宇 宙教育委 員会

は 大学 の 研究者、高等学校教諭、字 宙航空研

究開発機構 （JAXA ）の 関係者 らと、株式会

社 リバ ネス の 役員 とで構成 され て お り、学校

で 実施す る 教育プ ロ グラ ム の 検討 を行 な う。

宇宙教 育委 員会 ア ドバ イザーは大学 の 教授 、

准教授 か らな り 、 本 プ ロ ジ ェ ク トの 外部評

価 ・
検証体制 を構築 して い る。宇 宙種 管理委

員会 は本 プ ロ ジ ェ ク トに用 い る植 物 の 種 の

提供 ・管理を行 う。それ に加 え、宇宙教 育プ

ロ ジ ェ ク ト応援機 関 として 、企業 、大学 、公

的機関が 参加 、 協力す る こ とで
、 民間主導 に

よる全 国規模 の 科学 教育 プ ロ ジ ェ ク トを実

施 する 。

3，　 結果

　 参加 校 として 数多 くの 申 し込 み が あ り、全

国 23 校 で宇宙種 の 育成 、実験 を行 な うこ と

が決定 した 。 ま た、表 1・表 2 に ある よ うに、

様 々 な大学、企業、団体が協力する事 も決定

して い る 。

表 1 ．宇宙教育委員会、宇宙教育委員会ア ド

バ イ ザー
、宇宙種管理 委員会一

覧

　
肖
　 嚇
肖…肖

1躍 甜蠱 鶸 黼 詈

東京大学 大学院理学系生物学 科専攻

川 ロ 正代司 氏

東京工 業大学

バ イ オ研 究基盤支援総合セ ン ター

太田啓之 氏

相模女子 大学高等部

宇 田 川 沙良 氏

青山学院高等部

上 嶋右子 氏

宇宙航空研究開発機構 （JAXA ）

宇宙教育セ ン ター

中村 日 出夫 氏

宇宙航空研究開発機構 （JAXA ）

宇宙教育セ ン タ
ー

中野完 氏

株式会社 リバ ネ ス

佐野卓郎

株式会社 リバネ ス

丸幸弘
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i獵雛 譲钁孅鼕難 騫韈韈 麟li…驚
法政大学生命科学部生命機能学科

西尾健 氏

東北大学大 学院 生命科学 研 究科

高橋秀幸 氏

東京大学アイ ソ ト
ープ総合セ ン タ

ー

井尻憲
一

氏

北海道大学 大学院 工 学研 究科

日野友明 氏

九州大学大 学院 工 学研究 院

幸節雄 二 氏

大 阪市立大 学大学院理学研究科

保尊 隆享 氏

東京 工 業大 学大学院 理 工 学研究科

丸山茂徳 氏

北海道大学 大学院 先端生命科学研究院

山 ロ 淳 二 氏

東京 工 業大 学大学院 理 工 学研究科

松永三 郎 氏

帝京大学大 学院理 工 学研究科

久保 田 弘敏 氏

北海道情報大学医療情報学科

西平順 氏

大阪府立大 学

中野長 久 氏

il：暴ii籌三鷄：ili黷 繊翻 韈誌鑼 i藩iil…lil｛；iiii・

か ずさ DNA 研 究所

田 畑哲之 氏

宮崎大学

フ ロ ン テ ィ ア 科学実験総合セ ン タ
ー

明石良 氏

農業環境 技術 研 究所

藤井義晴 氏

株式会社 リバ ネ ス　　　　　　　　　　　　　「

高橋修
一

郎

表 2 ，協 力団体一
覧

繼 i灘ii靉ii鱗霧羅 灘讖ii灘象讖 iil：；蕘1

有 限会社沖縄長 生薬草本社

株式会社キ ョ
ーリ ン

小 糸 工 業株式会社

株式会社 JTB 法人東京

株 式会社 日本 医科機器 製作所

株 式会社 ア ク ア サ イ エ ン ス 研 究 所

ケ ニ ス 株式会社

株式会社 GEL −Design

ii鏃 ii羅 ：1灘 1纛覊鑢 1灘叢i薩1擁 ：ii蒙
　　　　　　　　　　　　　　　　 」
東京大学

東京 工 業大学大 学院生 命理 工 学研究科

東京理科大学

帝 京大学

中央大学

日本大学

法 政大学生命科 学部生命機 能学科

植 物 医 科学専修

宮 崎大学

立 教大学

北海道情報大学

難灘 ：iiiiii隷鏃鱇 鑼 難 ii嚢iii：韆 馨ii萋
農林水産省

宇宙航 空研究 開発機構 （JAXA ）

国立 天 文台

朝 日新聞社

株 式会社 ベ ネ ッ セ コ
ーポ レ

ー
シ ョ ン

三 菱重工 業株式会社

株式会社 ロ ッ テ

4．　 考察

　結果 とし て 、北海道か ら沖縄 ま で 数 多くの

学校 が参加 す る こ とに な っ た。そ の 理 由 と し

て 、教職員 へ の 負担の 軽減が 挙 げられ る 。 現

在、児童生徒の 理 科嫌い ・理科離れ が叫ばれ

て お り、国 も理 科離れ を 防ぐた め に 、理 科教

育費の 予算が例年の 15 倍 とし て い る。加 え

て 学習指導要領の 改定 も行 っ た 。 しか し 、 学

校が独 自に 出来 る こ とには 時問、人 手 、ノ ウ

ハ ウの 面で 限界が あ り、教職員へ の 負 担が大

き い
。 こ れま で も SPP （サ イ エ ン ス パ ー

ト

ナ
ー

シ ッ ププ ロ グラ ム ）、SSH （ス
ーパ ーサ

イ エ ン ス ハ イ ス ク
ー

ル ）の よ うな予 算を使 っ

た理 科教育へ の 取 り組みが行われて い るが、

書類や連携先 と の 調整 な どが なか なか 困難

な こ とが現状で ある 。 字宙教育プ ロ ジ ェ ク ト
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は 、 企業 との 連携で 予 算を支援するだ けで な

く、時代 に即 したテ
ー

マ の カ リキ ュ ラ ム を提

案 し、その 上 で各研究機関 と連携の 仕組み が

すで に成立 して い る た め 、学校や教職員 へ の

負担 が軽減す る 。 さらに 、大学、そ の 他の 研

究機 関 との 連携に よ っ て 質 の 高い 実験教室

が可能 とな る 。

　参加 した生徒 に期待で きる効果 と して は、

実 験 ・考察 ・発表 な どの 研 究活動 を経験する

こ とで 、 実験方法に 関する知識 ・技術の 獲得

に始ま り、論理的思考力や プ レ ゼ ン テ
ー

シ ョ

ン 能力 の 向上が挙 げ られ る 。 また、分子生物

学か ら宇宙科学まで の 幅広 い 学問分野 を 、実

験 を通 し て 学ぶ こ とで 、科学に対する興味 ・

関心 の 喚起 が期待 で きる 。

　また、民間主導 とい うこ とで、既存の 枠組

み に 囚 われ ない よ り幅が広 く、柔軟性 の ある

プ ロ グラム にな っ た と考 え られ る 。 さらに本

プ ロ ジ ェ ク トは 、企業 の 社会 的責任 （CSR ）

を果た す場 と し て も期待 で きる。

　以上 に よ り、宇 宙教 育プ ロ ジ ェ ク トは産 学

官連携 の 理 科教 育の 有効 な モ デ ル とな る と

考 え られ る 。

5．　 今後の 課題 と展望

　本年度の 7〜8 月 に種授与式が 行なわれ、

各学校 で の 実験教室が 始ま る。基礎的なカ リ

キ ュ ラ ム は 作られ た が 、各学校 の 実情 に即 し

た 内容 へ の ア レ ン ジを教職員や委員会 と行

う必要があ る 。 また 、 全 国で 実施 した研 究成

果 を随時公 表 ・
分析 で きる Web シ ス テ ム の

開発 もお 茶 の 水 大 学と共 同研 究する 予定で

ある。

　今回 の よ うな産学官連 携の 教育プ ロ ジ ェ

ク トは 学校 単独 で は難 し い 最新 の テ
ー

マ を

幅広 く扱 うこ とが で き、大 きな教 育的効果 が

期待で きる 。 今後も 、 学校 と企業、行政 とが

連 携 して 、生徒 が理科 の 面 白さを知 る教育活

動 が 広が っ て い くこ とを期待する 。
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